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＜連絡事項＞

・7月27日（水）メモリアルホールで伝達講習会があります。

・7月27日（水）皮膚科診察があります。

・若松　三次郎様　　身体症状悪化　にて日赤病院に転院となりました。

・北山　和子様　　鼻汁・発熱あり　抗ヒスタミン剤（タベジー）ル2T　2×nde3日分処方となりました。

・瀬川　はな様　　発熱あり・咽頭痛あり　抗生剤・解熱鎮痛剤・咳止め3日分処方となりました。

・小比類巻　末五郎様　　発熱・咽頭痛あり抗生剤、解熱鎮痛剤3日分処方となりました。

＜千葉　良先生より＞

· 長根　實様　名川病院よりの血糖降下剤（グリミクロン）に継続しパミルコン処方しました。

· 相内　ノブ様・市橋ひで様・浜中トキエ様　に臨時で処方していた抗精神病薬はそのまま定期薬とし処方しました。

· 大平よし様　　現在、利尿剤と血圧降下剤のみの処方ですがこのままで様子をみます。

· 中川原　清美様　　暴力行為ある事から処方変更となっていますフラツキなどが予想されますので十分に見守りを行ってください。

＜看護研究について＞

テーマ　　　　　認知症の患者様の口腔ケア　

目的　　　　　誤燕性肺炎の予防

　　　　　　　　口腔疾患の予防

　　　　　　　　QOLの向上

方法　　　　綿棒を使った口腔内のアイスマッサージ

　　　　　　　　起床時　食前食後　

対象患者様　　　長根　實様　　子比類巻　末五郎様　　高橋　良一様　　荒谷　正毅様

　　　　　　　　　　　勝山　正敏様　　

アイスマッサージ実施前後の口腔内の状態を観察しチェックする、チェックひょうがありますので実施後記入をして下さい。

＜食事介助について＞

· 正面から行う　

· 立ったまま食事介助はしない→患者様が上を向いてしまい誤燕してしまう。

· 顎部を前屈させる

前屈しないと　　→　　咽頭と気管が直線になり誤嚥しやすい

前屈すると　　　→　　頸部を前屈する事により咽頭と気管に角度がついて誤嚥しにくくなる

· 食事介助の15～20分前にはテーブルにつかせ意識をはっきりさせる。

